
主
索
の
素
線
切

れ
の
状
況

基
準
階
か
ら
加
速
終
了
位

置
又
は
減
速
開
始
位
置
か

ら
基
準
階
の
間
に
か
ご
が

あ
る
場
合
に
、
主
索
が
綱

車
に
か
か
る
箇
所
、
傷
の

あ
る
箇
所
等
を
目
視
に
よ

り
確
認
し
、
最
も
摩
損
の

進
ん
だ
部
分
に
つ
い
て
は

重
点
的
に
目
視
に
よ
り
確

認
す
る
。

イ

素
線
切
れ
要
是
正
判

定
基
準
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と
。

ロ

素
線
切
れ
要
重
点
点

検
判
定
基
準
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と
。

主
索
の
摩
耗
粉

の
状
況

全
長
の
摩
耗
粉
の
固
着
の

状
況
を
目
視
に
よ
り
確
認

す
る
。

主
索
の
摩
耗
粉
の
錆
が
多

量
に
付
着
し
、
素
線
の
状

況
が
確
認
で
き
な
い
こ

と
。

主
索
の
損
傷
及

び
変
形
の
状
況

全
長
を
目
視
に
よ
り
確
認

す
る
。

著
し
い
損
傷
又
は
変
形
が

あ
る
こ
と
。

主
索
の
張
り
の

状
況

触
診
に
よ
り
主
索
の
張
り

が
均
等
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。

著
し
い
不
均
等
が
あ
る
こ

と
。

主
索
と
昇
降
路

の
横
架
材
並
び

に
か
ご
及
び
釣

合
お
も
り
に
お

け
る
止
め
金
具

の
取
付
け
の
状

況

目
視
及
び
触
診
に
よ
り
確

認
す
る
。

ダ
ブ
ル
ナ
ッ
ト
に
あ
っ
て

は
ナ
ッ
ト
間
に
緩
み
が
あ

り
、
割
ピ
ン
に
あ
っ
て
は

ピ
ン
に
欠
損
、
曲
げ
不
足

等
が
あ
り
、
そ
の
他
の
方

法
に
あ
っ
て
は
取
付
け
が

確
実
で
な
い
こ
と
。

主
索
の
端
部
に

お
け
る
止
め
金

具
の
取
付
け
の

状
況

目
視
及
び
触
診
に
よ
り
確

認
す
る
。

取
付
け
が
確
実
で
な
い
こ

と
。

止
め
金
具
及
び

そ
の
取
付
部
の

損
傷
の
状
況

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

止
め
金
具
又
は
そ
の
取
付

部
に
損
傷
が
あ
る
こ
と
。

ロ
ー
プ
式
に
お

け
る
ス
プ
ロ

ケ
ッ
ト
型
綱
車

の
歯
の
欠
損
及

び
き
裂
の
状
況

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

欠
損
又
は
き
裂
が
あ
る
こ

と
。

巻
胴
式
に
お
け

る
主
索
の
緩
み

検
出
装
置
の
作

動
の
状
況

作
動
の
状
況
を
確
認
す

る
。

作
動
し
な
い
こ
と
。

綱
車
又
は
巻
胴

の
欠
損
及
び
き

裂
の
状
況

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

欠
損
又
は
き
裂
が
あ
る
こ

と
。

電
動
機
と
ポ
ン

プ
の
連
結
部
の

状
況
（
油
浸
式

の
も
の
を
除

く
。）

目
視
、
聴
診
又
は
触
診
に

よ
り
確
認
す
る
。

欠
損
、
き
裂
又
は
滑
り
の

異
常
が
あ
る
こ
と
。

ポ
ン
プ
の
パ
ッ

キ
ン
部
の
状
況

（
油
浸
式
の
も

の
を
除
く
。）

目
視
に
よ
り
確
認
す
る
。

著
し
い
油
漏
れ
が
あ
る
こ

と
。
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別
表
第
七
一
a

の
項
ラ
ッ
ク
ピ
ニ
オ
ン
式
の
項
取
付
け
の
状
況
の
項
®
欄
中
「
触
診
」
を
「
目
視
及
び
触
診
」
に
改

め
、
同
a

の
項
チ
ェ
ー
ン
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
式
の
項
¿
欄
中
「
鎖
及
び
部
品
の
摩
耗
並
び
に
取
付
け
」
を「
滑
車
の
作
動
」

に
、「
伸
び
」
を
「
摩
耗
」
に
改
め
、
同
項
®
欄
中
「
目
視
及
び
聴
診
に
よ
り
」
を
「
作
動
の
状
況
を
」
に
、「
鎖
を
手
で

引
き
、
張
り
が
同
等
か
」
を
「
触
診
に
よ
り
鎖
の
張
り
が
均
等
で
あ
る
こ
と
を
」
に
、「
最
も
摩
耗
の
進
ん
だ
部
分
の
鎖

長
さ
を
ノ
ギ
ス
で
測
定
し
又
は
製
造
者
が
指
定
す
る
鎖
伸
び
ゲ
ー
ジ
等
を
用
い
て
算
出
し
た
伸
び
率
を
確
認
」
を
「
基

別
表
第
七
二
a

の
項
–
欄
中「（
圧
力
セ
ン
サ
ー
と
表
示
機
能
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
項
ª
欄
中
「
平
成
十
二
年
建

設
省
告
示
第
千
四
百
二
十
九
号
」
を
「
制
御
器
告
示
」
に
改
め
、
同
b

の
項
ª
欄
中
「
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千

四
百
二
十
三
号
」
を
「
制
動
装
置
告
示
」
に
改
め
、
同
c

の
項
®
欄
中
「
昇
降
機
が
下
降
運
転
中
」
を
「
か
ご
が
下
降

中
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
二
十
三
号
第
四
第
二
号
ロ
」
を
「
制
動
装
置
告
示

第
六
第
三
号
」
に
改
め
、
同
d

の
項
®
欄
中
「
体
感
に
よ
り
」
を
削
り
、
同
項
ª
欄
中
「
加
速
時
又
は
」
を
「
加
速
時

若
し
く
は
」
に
改
め
、
同
e

の
項
を
削
り
、
同
f

の
項
¿
欄
中
「
作
動
油
の
量
」
を
「
作
動
油
の
油
量
の
状
況
」
に
改

め
、
同
項
®
欄
中
「
油
面
計
」
を
「
、
油
面
計
」
に
、「
油
タ
ン
ク
内
」
を
「
作
動
油
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
支
障

を
き
た
す
」
を
「
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
に
、「
油
タ
ン
ク
」
を
「
作
動
油
」
に
改
め
、
同
項
を
同
e

の
項
と

し
、
同
g

の
項
¿
欄
中「（
起
動
設
定
温
度
が
容
易
に
確
認
で
き
る
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
項
ª
欄
中
「
平
成
十

二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
二
十
三
号
」
を
「
制
動
装
置
告
示
」
に
、「
六
十
度
」
を
「
摂
氏
六
十
度
」
に
、「
超
え
て
」

を
「
超
え
な
い
よ
う
」
に
、「
い
る
」
を
「
い
な
い
」
に
改
め
、
同
項
を
同
f

の
項
と
し
、
同
i

の
項
®
欄
中
「
上
昇
運

転
さ
せ
て
、
か
ご
の
位
置
又
は
油
タ
ン
ク
内
」
を
「
か
ご
を
上
昇
さ
せ
、
か
ご
の
位
置
又
は
作
動
」
に
改
め
、
同
項
ª

欄
中
「
タ
ン
ク
内
」
を
「
作
動
」
に
改
め
、
同
項
を
同
g

の
項
と
し
、
同
j

の
項
®
欄
中
「
昇
降
機
」
を
「
か
ご
」に
、

「
上
昇
運
転
さ
せ
て
」
を
「
上
昇
さ
せ
、」に
改
め
、「
鋼
製
巻
尺
等
に
よ
り
」
を
削
り
、
同
項
を
同
i

の
項
と
し
、
同
k

の
項
–
欄
中「（
ハ
ウ
ジ
ン
グ
形
管
継
手
部
以
外
は
確
認
で
き
る
範
囲
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
項
®
欄
中「
目
視
又
は
」

準
階
か
ら
加
速
終
了
位
置
又
は
減
速
開
始
位
置
か
ら
基
準
階
の
間
に
か
ご
が
あ
る
場
合
に
、
鎖
が
鎖
車
に
か
か
る
箇
所

等
に
お
け
る
最
も
摩
耗
の
進
ん
だ
部
分
の
鎖
の
長
さ
及
び
鎖
車
に
か
か
ら
な
い
部
分
の
長
さ
を
測
定
」
に
改
め
、
同
項

ª
欄
中
「
摩
耗
、
偏
摩
耗
、
固
定
部
の
緩
み
等
に
よ
り
動
力
伝
達
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
」
を
「
動
力
の
伝
達
に
支

障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
に
改
め
、「
鎖
の
張
り
に
」
を
削
り
、「
基
準
長
さ
に
対
し
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
」
を

「
最
も
摩
耗
の
進
ん
だ
部
分
の
長
さ
が
鎖
車
に
か
か
ら
な
い
部
分
の
長
さ
と
比
較
し
て
そ
の
伸
び
が
一
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
で
」
に
改
め
、
同
a

の
項
チ
ェ
ー
ン
ラ
ッ
ク
ピ
ニ
オ
ン
式
の
項
¿
欄
中「
鎖
及
び
部
品
の
摩
耗
並
び
に
取
付
け
」

を
「
滑
節
構
造
部
材
の
作
動
」
に
、「
伸
び
」
を
「
摩
耗
」
に
改
め
、
同
項
®
欄
中
「
目
視
及
び
触
診
に
よ
り
」
を
「
作

動
の
状
況
を
」
に
、「
最
も
摩
耗
の
進
ん
だ
部
分
の
鎖
の
長
さ
を
ノ
ギ
ス
で
測
定
し
又
は
製
造
者
が
指
定
す
る
鎖
伸
び

ゲ
ー
ジ
等
を
用
い
て
算
出
し
た
伸
び
率
を
確
認
」
を
「
基
準
階
か
ら
加
速
終
了
位
置
又
は
減
速
開
始
位
置
か
ら
基
準
階

の
間
に
か
ご
が
あ
る
場
合
に
、
鎖
が
鎖
車
に
か
か
る
箇
所
等
に
お
け
る
最
も
摩
耗
の
進
ん
だ
部
分
の
鎖
の
長
さ
及
び
鎖

車
に
か
か
ら
な
い
部
分
の
長
さ
を
測
定
」
に
改
め
、
同
項
ª
欄
中
「
摩
耗
、
偏
摩
耗
、
固
定
部
の
緩
み
等
に
よ
り
動
力

伝
達
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
」
を
「
動
力
の
伝
達
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
に
、「
基
準
長
さ
に
対
し
一
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
」
を
「
最
も
摩
耗
の
進
ん
だ
部
分
の
長
さ
が
鎖
車
に
か
か
ら
な
い
部
分
の
長
さ
と
比
較
し
て
そ
の

伸
び
が
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
」
に
改
め
、
同
a

の
項
ス
ク
リ
ュ
ー
ナ
ッ
ト
式
の
項
を
削
り
、
同
表
二
^

の
項
–

欄
中「（
空
転
防
止
装
置
が
必
要
な
も
の
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
項
®
欄
中
「
、
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
を
閉
じ
て
作
動
状

況
」
を
「
ス
ト
ッ
プ
バ
ル
ブ
を
閉
じ
、
か
ご
を
上
昇
さ
せ
、
作
動
の
状
況
」
に
、「
、
機
械
的
」
を
「
機
械
的
」に
改
め
、

同
項
ª
欄
中
「
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
二
十
三
号
」
を
「
制
動
装
置
告
示
」
に
改
め
、「
又
は
三
分
以
内
に

作
動
し
な
い
こ
と
」
を
削
り
、
同
_

の
項
¿
欄
中「（
防
火
区
画
の
貫
通
部
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
`

の
項
発
熱
の
状

況
（
油
浸
タ
イ
プ
を
除
く
。）の
項
¿
欄
中
「
油
浸
タ
イ
プ
を
除
く
」
を
「
油
浸
式
の
も
の
を
除
く
」
に
改
め
、
同
`

の

項
振
動
の
状
況
の
項
®
欄
中
「
聴
診
又
は
触
診
」
を
「
触
診
及
び
聴
診
」
に
改
め
、
同
`

の
項
電
動
機
と
ポ
ン
プ
の
連

結
部
の
状
況
（
油
浸
タ
イ
プ
を
除
く
。）の
項
及
び
パ
ッ
キ
ン
部
の
状
況
（
油
浸
タ
イ
プ
を
除
く
。）の
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。
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